
わわわき
広報

No.422

緑

の
風薫
る文化のまち和木町

5 月号 

平成20年 

5

発行／和木町  〒740－8501 山口県玖珂郡和木町和木1丁目1番1号
　　　☎0827－52－2135  0827－52－5313　編集／企画総務課　印刷／山陽印刷

ホームページアドレス http://www.town.waki.lg.jp/
Eメールアドレス yamaguchi@town.waki.lg.jp

3281
R023

和木町はISO9001認証を取得しています。
3281

R023

トピックス
ローズフェスタin蜂ヶ峯 .......................................... 6P
長寿医療制度（後期高齢者医療制度）関連 ............ 16P
新規採用職員紹介 ...............................................裏表紙

わき



　

4
月
8
日
の
中
学
校
入
学
式
を
皮
切
り

に
9
日
に
は
小
学
校
、10
日
に
は
幼
稚
園

で
そ
れ
ぞ
れ
入
学
、入
園
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
中
学
生
66
名
、小
学
生
68
名
、

幼
稚
園
児
63
名
が
入
学
・
入
園
し
、中
学
校

全
体
で
は
1
8
5
名
、小
学
校
全
体
で
は
、

4
2
4
名
、幼
稚
園
で
は
1
9
1
名
と
な

り
ま
し
た
。

　

入
学
・
入
園
さ
れ
た
皆
さ
ん
、お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。新
た
な
学
び
舎
で
も
張

り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

4
月
の
人
事
異
動
に
伴
い
中
央
消
防
署

東
出
張
所
長
と
し
て
釘
屋
俊
幸
さ
ん(

消

防
司
令)

が
新
た
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

釘
屋
さ
ん
は「
消
防
の
使
命
で
あ
る
火

災
、救
急
、救
助
を
は
じ
め
、あ
ら
ゆ
る
災

害
に
対
し
、町
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
・
安
心

に
暮
ら
せ
る
よ
う
、職
員
一
丸
と
な
り
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。」と
、意
気
込
み
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

消
防
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
後
と

も
、町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

和
木
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委

員
に
、岡
本
秀
之
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。委
嘱
期
間
は
、平
成
20
年
4
月
1
日
か

ら
平
成
21
年
12
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
は
、国
民

健
康
保
険
の
保
険
料
率
や
特
別
会
計
の
財

政
状
況
に
つ
い
て
審
議
す
る
重
要
な
機
関

で
す
。今
後
も
、和
木
町
国
民
健
康
保
険
の

健
全
な
運
営
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

岩
国
警
察
署
和
木
警
察
官
駐
在
所
で

は
、4
月
の
人
事
異
動
に
伴
い
、所
長
代
理

と
し
て
上
田
誠
さ
ん(

巡
査)

が
新
た
に
着

任
さ
れ
ま
し
た
。上
田
さ
ん
は「
ま
だ
ま
だ

若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、微
力
な
が
ら

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」と
心
意
気
を

語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

上
田
さ
ん
、地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

釘屋俊幸さん

幼稚園 小学校

中学校 誓いの言葉を述べる栗本夏奈さん

岡本秀之さん

上田　誠さん

夢
と
希
望
を
胸
に
新
た
な
学
び
舎
へ

ま
ち
の
話
題

消
防
東
出
張
所
長
に
釘
屋
さ
ん

ま
ち
の
話
題

国
保
運
営
協
議
会
委
員
に

�

岡
本
さ
ん

ま
ち
の
話
題

警
察
官
駐
在
所
に
上
田
さ
ん

ま
ち
の
話
題

�



　

3
月
26
日
に
米
元
好
子
さ
ん
、27
日
に

野
脇
ト
ミ
子
さ
ん
、4
月
9
日
に
泉
洋
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
、町
長
か
ら
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て

表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
付
け
ら
れ
、

い
つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ

い
。

和
木
町
と
岩
国
警
察
署
が
連
携
協
定

　

昨
年
、東
京
都
町
田
市
の
都
営
住
宅
で

暴
力
団
員
に
よ
る
、た
て
こ
も
り
発
砲
事

件
が
発
生
し
、こ
れ
を
受
け
国
土
交
通
省

は
、自
治
体
に
対
し「
公
営
住
宅
に
お
け
る

暴
力
団
排
除
」の
通
知
を
行
い
ま
し
た
。町

で
は
、入
居
者
の
安
全
で
平
穏
な
生
活
を

確
保
す
る
た
め
、3
月
31
日
、岩
国
警
察
署

と
、「
暴
力
団
組
員
に
よ
る
町
営
住
宅
入
居

制
限
に
関
す
る
協
定
書
」を
締
結
し
ま
し

た
。

　

今
後
、町
営
住
宅
の
新
規
入
居
手
続
き

で
は
、自
分
が「
暴
力
団
員
で
は
な
い
」旨

の
誓
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、町
が

岩
国
警
察
署
に
照
会
を
行
い
、暴
力
団
員

で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
の
入
居

と
な
り
ま
す
。

　

4
月
3
日
、岩
国
交
通
安
全
協
会
和
木

分
会（
亀
谷
三
治
会
長
）が
和
木
小
学
校
新

入
生
68
名
に
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、交
通
事
故
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

和木小学校探検隊
～『和木ゴルフ倶楽部』編～

　

4
月
1
日
、和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽

部(

宮
路
研
一
支
配
人)

の
ご
好

意
に
よ
り
、休
業
日
を
利
用
し
、

和
木
小
学
校
探
検
隊
36
名
の
た

め
に
ゴ
ル
フ
場
を
解
放
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。ハ
イ
キ
ン
グ
で

は
、ゴ
ル
フ
場
か
ら
見
下
ろ
せ
る

道
海
公
園
、岩
国
市
街
地
や
瀬
戸

内
海
の
眺
め
に
驚
き
つ
つ
も
、小

鳥
の
観
察
を
す
る
な
ど
、春
の
緑

に
囲
ま
れ
た
空
間
で
自
然
を
満

喫
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、芝
生
の
上
で
昼
食
を

済
ま
せ
、ゲ
ー
ム
を
す
る
な
ど
楽

し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
か

ら
は「
こ
れ
だ
け
大
き

な
敷
地
を
管
理
す
る

の
は
大
変
だ
と
思
い

ま
す
。」「
ま
た
来
て
み

た
い
。」「
ゴ
ル
フ
が
し

て
み
た
い
。」な
ど
の

感
想
が
あ
り
、普
段
は

味
わ
え
な
い「
ふ
る
さ

と
和
木
町
」を
知
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

の
皆
さ
ん
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

泉　洋さん 米元好子さん野脇トミ子さん

　協定書を交わした古木町長（左）と
� 岡野岩国警察署長（右）　

ランドセルカバーを寄贈する
� 亀谷会長（右）

厚
生
功
労
者
表
彰

ま
ち
の
話
題

暴
力
団
員
に
入
居
制
限 

－
町
営
住
宅

－

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

新
1
年
生
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

ま
ち
の
話
題

�



ク
リ
ア
ー
フ
ァ
イ
ル
を

�
全
児
童
に
寄
贈

ま
ち
の
話
題

　

4
月
3
日
、㈳
山
口
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

岩
国
支
部(

川
崎
静
生
支
部
長)

の
皆
さ
ん

が
和
木
町
を
訪
ね
、和
木
小
学
校
全
児
童

に
標
語
入
り
の｢

ク
リ
ア
ー
フ
ァ
イ
ル｣

を

寄
贈
し
ま
し
た
。

　

同
支
部
は
、子
ど
も
た
ち
の
交
通
安
全

を
願
い
、文
房
具
な
ど
を
毎
年
寄
贈
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
平
成
20
年
度
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

が
4
月
6
日
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日
間
、

全
国
で
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
の
4
月
10
日
、〝
交
通
事
故
0

（
ゼ
ロ
）を
目
指
す
日
〟に
は
、婦
人
会
が
つ

つ
じ
ヶ
丘
団
地
入
口
及
び
、和
木
駅
西
口

ロ
ー
タ
リ
ー
前
で「
交
通
安
全
」を
通
行
人

に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

翌
日
の
4
月
11
日
に
は
、役
場
前
で「
ス

ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、岩
国
交
通
安

全
協
会
和
木
分
会
の
会
員
や
自
治
会
連
合

会
、老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、婦
人
会
、町
内

企
業
の
方
々
、幼
稚
園
児
な
ど
が
参
加
。幼

稚
園
児
ら
は「
気
を
つ
け
て
運
転
し
て
く

だ
さ
い
！
」と
か
わ
い
い
声
で
ド
ラ
イ
バ

ー
に
安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、4
月
9
日
に
は
、和
木
駅
前
で

交
通
安
全
協
会
自
転
車
部
会
の
会
員
に
よ

り
、自
転
車
点
検
が
実
施
さ
れ
、ブ
レ
ー
キ

や
タ
イ
ヤ
、ラ
イ
ト
な
ど
、会
員
ら
に
よ
っ

て
手
際
よ
く
点
検
・
修
理
・
微
調
整
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

4
月
19
日
、全
国「
み
ど
り
の
愛
護
」の

つ
ど
い
が
、山
口
市
の
維
新
百
年
記
念
公

園
で
開
催
さ
れ
、花
と
緑
の
愛
護
に
著
し

く
功
績
の
あ
っ
た
緑
化
推
進
活
動
の
模
範

団
体
と
し
て
、ハ
ロ
ー
！
60.
健
康
ふ
れ
あ

い
塾
Ⅱ（
田
福
庸
生
代
表
）が
山
口
県
知
事

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ハ
ロ
ー
！
60.
健
康
ふ
れ
あ
い
塾
Ⅱ
は
、

平
成
14
年
に
結
成
さ
れ
、退
職
し
た
男
性

を
対
象
に
、こ
れ
か
ら
の
人
生
を
元
気
に

楽
し
く
、ま
た
、地
域
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、生
涯
を
通
じ
て「
健
康
づ
く

り
、生
き
が
い
づ
く
り
」を
実
践
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
を
始
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

現
在
は
、毎
月
2
回
、国
道
2
号
栄
橋

バ
ス
停
付
近
の
花
壇
の
手
入
れ
を
、町
内

企
業
や
地
元
自
治
会
の
方
々
と
一
緒
に
行

い
、道
路
の
美
化
と
緑
化
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。今
後
と
も
町
内
の
環
境
美
化
活
動

へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

4
月
20
日
、瀬
田
川
沿
い
の
竹
林
及
び

瀬
田
分
館
で
竹
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
和
木(

平

岡
孝
之
会
長)

の
主
催
に
よ
る
竹
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
和
木
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
に
は
、林
業
研
究
会
の
会

員
や
一
般
参
加
の
子
ど
も
た
ち
を
含
め
、

約
40
人
が
参
加
し
、タ
ケ
ノ
コ
堀
り
か
ら
竹

を
使
っ
た
玩
具
の
作
成
な
ど
、竹
を
通
じ

て
の
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、会
の
終
盤
で
は
、竹
筒
で
炊
い

た
タ
ケ
ノ
コ
ご
飯
な
ど
、当
日
掘
っ
た
タ
ケ

ノ
コ
を
使
っ
た
料
理
が
参
加
者
に
振
る
舞

わ
れ
、採
れ
た
て
の
食
材
を
使
っ
た
美
味

し
い
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、竹
を

通
じ
て
互
い
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

幼稚園児が安全運転を呼びかけ

タケノコを掘る参加者 ハロー！60.健康ふれあい塾Ⅱ
田福庸生代表

町
内
各
地
で「
交
通
安
全
運
動
」を
実
施

ま
ち
の
話
題

ハ
ロ
ー
！
60.
健
康
ふ
れ
あ
い
塾
Ⅱ
が
県
知
事
表
彰

ま
ち
の
話
題

竹
で
親
睦
を
深
め
る

ま
ち
の
話
題

�



1
4
8
名
が
入
団

～
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式
～

和
木
町
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
大
会

　

4
月
9
日
、体
育
セ
ン
タ
ー
で「
平
成
20

年
度
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式
」が
行
わ

れ
ま
し
た
。今
年
は
、剣
道
部
10
名
、サ
ッ

カ
ー
部
48
名
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
17
名
、バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
30
名
、軟
式
野
球
部
18
名
、ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
13
名
、体
操
部
12

名
、合
計
1
4
8
名
が
入
団
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
代
表
し
て
、体
操

部
の
堀ほ
り

江え

和の
ど
かさ

ん（
小
6
）が「
私
た
ち
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
な
体
と
心
を
養

い
、次
世
代
を
担
う
立
派
な
人
間
に
な
り

ま
す
。」と
、“
誓
い
の
こ
と
ば
”を
元
気
よ

く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
1
年
間
、そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

に
向
か
っ
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

日　

時
▼
3
月
25
日

場　

所
▼
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

結　

果
▼（
敬
称
略
）

　
　
　
　

優　

勝　

山
崎　

英
樹

　
　
　
　

準
優
勝　

三
分
一
輝
正

　
　
　
　

第
3
位　

藤
川　

茂
樹

　
　
　
　

中
学
生　

5
0
0
円
／
人

申
込
期
限
▼
5
月
16
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

�
（
☎
52

－

2
8
1
1
）

日　

時
▼
6
月
1
日
㈰　

9
時
開
会
式

場　

所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

種　

目
▼
男
子
A
級
複
・
B
級
複
・
C
級
複

　
　
　
　

女
子
A
級
複
・
B
級
複
・
C
級
複

試
合
方
法
▼

�

リ
ー
グ
戦
又
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

参
加
料
▼
一　

般　

1
，0
0
0
円
／
人

　
　
　
　

高
校
生　

8
0
0
円
／
人

和
木
町
春
季

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

日　

時
▼
6
月
7
日
㈯
8
時
30
分
～
13
時

　

※
雨
天
時
、6
月
14
日
㈯
に
延
期

場　

所
▼
町
民
庭
球
場

ク
ラ
ス
分
け
▼
男
子
及
び
女
子

参
加
料
▼
1
，0
0
0
円
／
1
ペ
ア

�

（
当
日
徴
収
）

試
合
方
法
▼

�

日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
競
技
規
則

申
込
期
限
▼
5
月
27
日
㈫

問
合
せ
▼
杉
本
勝
行（
☎
31

－

4
6
2
5
）

�

※
平
日
は
午
後
7
時
以
降

みんなの駅を描こう！～ 祝 和木駅開業記念写生大会～

１．応募資格
　①町内の幼稚園、小中学校に在籍する園児、児童生徒
　②�町内在住で町外の幼稚園、小中学校に通園、通学し
ている園児、児童生徒

２．応募方法
　�　上記①の該当者はそれぞれの幼稚園、小中学校、②
の該当者は教育委員会で画用紙を受け取ってくださ
い。（縦描き、横描きは問いません）

　　下記の応募締切日までに、完成した作品を和木町教育委員会へ提出して下さい。
３．応募締切
　　５月30日㈮
４．部門及び表彰
　　・幼稚園の部　・小学校低学年（1年～3年）の部　・小学校高学年（4年～6年）の部　・中学生の部
　　※各部門について、最優秀、優秀（各1点）、優良（2点）、入選（6点）を選定する。
５．その他
　�　写生中の安全等に十分留意し、事故やトラブルがないように気をつけてください。特に、園児、小学
生につきましては、保護者同伴でお願いします。

　�　表彰を受けた作品を含め、優れた作品は和木美術館に展示する他、広報資料として活用させていた
だきます。その際、氏名等名札に記載された内容を公表させていただきますので、ご了承の上ご応募く
ださい。

問合せ ▼教育委員会
　　　　担当:山田・松井
　　　　　　(☎53-3123)

誓いの言葉を述べる堀江さん

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ・ス
ポ
ー
ツ

和
木
町
近
郊
春
季

�

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
参
加
者
募
集

�



和木中学校・写真コンテスト開催！和木中学校・写真コンテスト開催！和木中学校・写真コンテスト開催！

【和木中学校の校舎　写真作品募集】【和木中学校の校舎　写真作品募集】

㊗和木駅開業
第7回高齢者歌と踊りの発表会

「かおり会民謡の祭典」

日　時 ▼5月11日㈰13時開演
場　所 ▼和木町文化会館
　　　　※�文化会館ロビーにて、絵

画・写真展も同時に開催
します。

問合せ ▼社会福祉協議会
� (☎52－8644)

日　時 ▼6月1日㈰13時開演
場　所 ▼和木町文化会館
入場料 ▼無料
問合せ ▼文化協会(☎52－2191)

　和木町文化協会では、和木中学校の新校舎建設に伴い、思い出の
現校舎を題材にした写真を公募します。
　昭和34年落成、以後50年にわたり卒業生を輩出してきた現校舎
の姿を写真で記録しようと思います。さらに、本年度秋には、和木美
術館（アートウィング）にて展示の予定です。卒業生はもちろん、町
内外の皆さんも含めコンテストに是非ご応募ください。

☆作品テーマ☆　現校舎を題材にした写真。要「タイトル」
☆作 品 企 画☆　4Pワイド以上（日付なし）　1人3点まで
☆撮 影 日 時☆　5月10日㈯・11日㈰　8時～18時
☆応 募 方 法☆　所定の申込用紙による
☆作 品 受 付☆　6月1日㈰～6月30日㈪到着分まで
☆出　品　料☆　無料
☆　部　門　☆　①和木中学校の部（在校生・教職員）
　　　　　　　　②一般の部
☆費 用 負 担☆　作品提出以前の費用一切は各自で負担
☆そ　の　他☆　応募作品の返却は致しません
☆申　込　み☆　文化協会事務局（☎52－2191）

「あざみの会作品展」
期　間 ▼6月5日㈭〜6月9日㈪
場　所 ▼和木美術館
� （アートウィング）
入場料 ▼無料
問合せ ▼文化協会（☎52－2191）

︿入場券発売所﹀
　和木町文化会館
　和木町コミュニティセンター

☆イ
ベント・

EVENT情報☆
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期　間　5月23日㈮～25日㈰
前夜祭　5月24日㈯　19時～
　　　　点灯式・ジャズコンサート
　　　　熱気球のナイトグロー開催

体験搭乗(有料)　9時～
　　大人　1,000円
　　子供　  500円

〝ふんわり〟空の旅
　　グランドで開催

★バラ園周辺

　ローズウェディング２組決定！

   ローズフェスタ2008in蜂ヶ峯
■日　時　5月25日㈰　9時～15時　　　　　　■会　場　和木町蜂ヶ峯総合公園
■主　催　蜂ヶ峯ローズフェスタ実行委員会　　■共　催　和木町・蜂ヶ峯総合公園管理協会
　☆雨天の場合6月1日(日)に延期　(内容について多少変更有り)

和木
駅開業記

念
情熱開催
情熱開催

★ステージ企画
　オープニング・よさこい・ダンス・フラダンス・広島大学アカペラ・けん玉演技・堂門千裕ショー
★くいしんぼう広場
　焼き鳥・イカ焼き・カレー・炊き込みご飯・うどん・ラーメン・焼きそば・たい焼き・かき氷・ビール等
★民俗資料館　　　　　　★キャンプ場　　　　　　　★弓道場
　春のお茶会　　　　　　　ロックinROSE開催　　　　的あてゲーム開催
★ウッドデッキ　　　　　　★フリーマーケット開催　　　★テニスコート　ミニ四駆レース開催
　似顔絵コーナー　　　　　44店舗　9時30分～　　　ミニ四駆レース開催
　500円で記念にどうですか?　　　　　　　　　　　　モデルコール（鈴鹿サーキット）
★芝生広場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 親子で作ろうミニ四駆
　和太鼓フェスティバル開催　県内外より12チーム参加(和木町/四境太鼓)
　力強い太鼓の演奏を是非、聞きに来て下さい
★グラウンド一部
　綱引き大会開催　ちびっ子チーム・大人チーム
★ENEOSテント
　子供たち中心のゲームコーナー開設（楽しいゲームが沢山です）

◆ローズフェスタ2008in 蜂ヶ峯　臨時バス時刻表
行き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帰り
停�車�場�所 時　間 時　間 時　間 停�車�場�所 時　間 時　間 時　間

和木駅 8:15 10:00 11:10 蜂ヶ峯総合公園前 13:00 14:10 15:45
役場前 8:20 10:05 11:15 浄蓮寺前 13:10 14:20 15:55
関ヶ浜（消防車庫前） 8:30 10:15 11:25 拓和土木前 13:20 14:30 16:05
拓和土木前 8:40 10:25 11:35 関ヶ浜（消防車庫前） 13:30 14:40 16:15
浄蓮寺前 8:50 10:35 11:45 役場前 13:40 14:50 16:25
蜂ヶ峯総合公園前 9:00 10:45 11:55 和木駅 13:45 14:55 16:30

※混雑等のため時間通り運行できない場合もありますのでご了承下さい。
※当日はあいあいバスが無料運行しています。

バラ園ライトアップ 熱気球体験搭乗（5/25）

問合せ ▼商工会（☎53－2066）

前夜祭　5月24日㈯　19時～前夜祭　5月24日㈯　19時～
　　　　点灯式・ジャズコンサート
　　　　熱気球のナイトグロー開催

��お楽しみ抽選券

住所　　　　　　　

氏名　　　　　　　

当日抽
選
箱
に
入
れてね

‼

お楽しみ抽選会
お楽しみ抽選券で豪華賞品GET!!!
メインステージにて14時40分～抽選
※左の抽選券を当日持ってきてね。本部受付の抽選箱に入れて下さい。

✂

✂
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～
あ
そ
び
体
験
で
仲
間
づ
く
り
～

　

4
月
10
日
、各
単
位
子
ど
も
会
育
成
会
の

役
員
と
、町
子
連
執
行
部
の
皆
さ
ん（
約
50

名
）に
よ
り
、「
平
成
20
年
度
和
木
町
子
ど
も

会
育
成
連
絡
協
議
会
総
会
」（
吉
田
浅
美
会

長
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
、河
村
教
育
長
、徳
重
小
学
校
長
が

挨
拶
さ
れ
、「
早
寝
早
起
き
朝
ご
飯
、本
を
読

ん
で
外
遊
び
」の
大
切
さ
と
、そ
れ
を
実
践
す

る
上
で
の
家
庭
や
子
ど
も
会
等
の
地
域
の
役

割
の
重
要
さ
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、平
成
19
年
度
の
事
業
報
告
・
決

算
監
査
報
告
お
よ
び
平
成
20
年
度
の
事
業
計

画
・
予
算
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
19
年
度
の
活
動
が
顕
著
で

あ
っ
た
団
体
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、3
団
体

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
の

新
執
行
部
体
制
に

つ
い
て
も
承
認
さ

れ
、次
の
と
お
り

決
定
い
た
し
ま
し

た
。

　

和
木
町
婦
人
会（
西
田
敏
子
会
長
）は
、

去
る
3
月
31
日
に
、和
木
町
文
化
会
館
に

お
い
て
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
に
先
立
ち
、古
木
町
長
、河
村
教
育
長

か
ら
、婦
人
会
活
動
へ
の
感
謝
と
期
待
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、平
成
19
年
度
の
事
業
報
告
・

会
計
報
告
に
続
い
て
平
成
20
年
度
の
事
業

計
画
・
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、会
の
活
動
方

針
等
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
は
次
の
3
点
の
重
点
目
標

を
掲
げ
て
活
動
さ
れ
る
予
定
で
す
。

婦
人
会
総
会

団
体
表
彰（
19
年
度
会
長
）

　

○
瀬
田
子
ど
も
会　
　

石
津　

真
紀
さ
ん

　

○
蜂
ケ
峯
子
ど
も
会　

大
西
千
恵
美
さ
ん

　

○
前
組
子
ど
も
会　
　

中
尾　

真
子
さ
ん

︽
町
子
連
新
執
行
部
紹
介
︾

　

会　

長　
　

吉
田　

浅
美

　

副
会
長　
　

尾
山　

信
雄

　
　

〃　
　
　

阿
部　

征
二

　
　

〃　
　
　

手
島
紀
代
乃

　

理　

事　
　

福
原　

暁
美

　
　

〃　
　
　

長
嶺
る
り
子

　

書　

記　
　

嘉
屋
真
奈
美

　
　

〃　
　
　

袖
澗　

直
美

　
　

〃　
　
　

灘
本　

道
枝

　
　

〃　
　
　

緒
方　
　

治�

　
　

〃　
　
　

常
弘　

由
美

　
　

〃　
　
　

笹
木
嘉
代
子　

新

　
　

〃　
　
　

中
野
さ
つ
き　

新

　

顧　

問　
　

吉
賀　

尊
博

　

監　

査　
　

檜
垣　
　

操　

新

　
　

〃　
　
　

大
枝　

康
子　

新

平
成
20
年
度　

婦
人
会
重
点
目
標

○�

健
や
か
な
子
ど
も
が
育
つ
地
域
・
環
境

を
つ
く
ろ
う

○�

相
手
を
思
い
や
る
精
神
を
育
み
健
康
で

明
る
く
生
き
よ
う

○
交
通
事
故
の
な
い
社
会
を
つ
く
ろ
う

　

な
お
、婦
人
会
創
設
60
周
年
を
記
念
し
、

和
木
駅
に
掲
示
板
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ス
タ

ン
ド
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

4
月
か
ら
社
会
教
育
主
事
と
し
て
和
木
町

教
育
委
員
会
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
、山
田

泰
典
で
す
。こ
の
紙
面
を
担
当
し
ま
す
。

　

3
月
ま
で
の
6
年
間
和
木
中
学
校
で
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
こ
と
は
、ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

みん
なの
笑顔で地域イキイキ！

“
じ

ぶん
”輝く生涯学習

生涯学習のマスコットです。
かわいがってネ

社会きょういくコーナー
社会教育広報通算362号

わき あい愛
お世話になります

←
掲
示
板

→
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ス
タ
ン
ド

山田　泰典

﹃
わ
ん
ぱ
く
仲
間�

優
し
い
仲
間
﹄
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図書
館行
事案内＆新着CD・図書利用者
カードを

もって図書館へお越しください。
ホームページアドレス

問合せ ： ＴＥＬ　５４－０２２２　　ＦＡＸ　５４－０２７８

5月の休館日 3～6日㈷・12日㈪・19日㈪・26日㈪
http://www.waki-toshokan.jp/

〈CD〉
☆DIARY／青山テルマ
☆I�LOVED�YESTERDAY／YUI
☆秘密／aiko
☆ayu－mi－ⅹ6－GOLD－／浜崎あゆみ
☆LOCKS／GARNET�CROW
☆CATCHY�BEST／EXILE
☆JEALOUSY／Ⅹ
☆ディシプリン／ジャネット
☆Girls�Be�Ambitious!!
☆木村カエラ+1／木村カエラ

〈一般書〉
『壁抜け男の謎』　有栖川有栖著
『カルトローレ』　長野まゆみ著
『遊女のあと』　諸田玲子著
『サウスポイント』　よしもとばなな著
『あぽやん』　新野剛志著
『恋する力』　藤本ひとみ著
『愛しの座敷わらし』　萩原浩著

『ブルーベリー』　重松清著
『消失�第３巻�金融腐蝕列島「完結編」』　高杉良著
『棟据刑事の使命の条件』　森村誠一著
『リフォームにかかるお金がわかる本』　林直樹著
『虫といっしょに庭づくり』　曳地トシ著
『「気づき」の力』　柳田邦男著
『世界を変える簡単な100の方法』　齋藤槙著
『お香が好き。』　吉田揚子著

〈児童書・絵本〉
『じかきむしのぶん』� 松竹いね子作　堀川真絵
『ちいさな　たからもの』
� アンドレ・ダーハン作・絵　角田光代訳
『しずかに！�ここはどうぶつのとしょかんです』　
� ドン・フリーマン作・絵　中川千尋訳
『まんげつダンス！』
� パット・ハッチンス作・絵　なかがわちひろ訳
『先生と老犬とぼく』
� ルイス・サッカー作　はらるい訳

図 書 館 か ら の お 知 ら せ
絵本の読みきかせ
日　時

▲

5月17日㈯
　　　　☆10時30分〜11時
　　　　おはなし会サークル
� 「ゆびとま」　
　　　　☆15時〜15時30分
　　　　おはなし会
� 「ぴのきお」　
対象者

▲

幼児・小学生
場　所

▲

図書館絵本のコーナー
問合せ

▲

図書館(☎54－0222)

「子ども読書の日」　�月��日
　『春のスペシャルおはなし会』
に集まった子供たちはほのぼの
としたおはなしや3m40cmにのび
る絵本に驚いたり、カーネーショ
ンの切り紙に挑戦し、母の日の
カードを
作成して
楽しい時
間を過ご
しました。

図書館からのお願い
　最近、残念ながらCDやDVDの
破損・傷が多くなっています。
　子供向けのCDやDVD等は必ず
保護者の方が操作をしていただ
き丁寧に扱ってください。
　開館時間に返却が出来ない場
合は、コミセン事務所窓口へ返却
をお願いします。
　※CD・DVD等は返却ボックス
内へは入れないようにしてくだ
さい。
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保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

タ
バ
コ
と
メ
タ
ボ

　

今
年
度
か
ら
始
ま
る｢
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
特
定
健
診｣

は
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
平

成
18
年
の
流
行
語
大
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ

れ
る
ほ
ど
、名
称
が
社
会
的
に
浸
透
し
て

い
ま
す
。メ
タ
ボ
は「
腹
囲
が
大
き
い
」「
肥

満
」と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
が
強
い

の
で
す
が
、喫
煙
が
大
き
く
影
響
す
る
こ

と
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、内

臓
脂
肪
が
多
い
こ
と（
肥
満
）が
高
血
圧
や

脂
質
異
常
症
、糖
尿
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
、

相
乗
効
果
で
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の

重
大
な
疾
患
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
考
え

方
で
す
。体
内
で
行
う
代
謝
機
能
を
維
持

し
、血
管
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
予

防
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
心
配
さ
れ
る
人
は
、

食
生
活
の
見
直
し
や
運
動
な
ど
生
活
習
慣

の
改
善
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

タ
バ
コ
と
メ
タ
ボ
の
関
係
は
、ど
う
で

し
ょ
う
か
。タ
バ
コ
を
吸
う
と
、抹
消
血
管

が
収
縮
し
血
流
が
悪
く
な
る
た
め
、血
圧

や
心
拍
数
が
増
加
し
て
心
臓
に
負
担
が
か

か
り
ま
す
。ま
た
中
性
脂
肪
を
増
や
し
た

り
、善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
し
、悪

玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
す
こ
と
で
血

栓
が
で
き
や
す
く
な
り
、動
脈
硬
化
を
促

進
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。喫
煙
者
は
タ

バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
に
比
べ
て
脳
卒
中
で

死
亡
す
る
危
険
が
2
倍
以
上
、心
臓
病
に

お
い
て
は
4
倍
以
上
も
高
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。タ
バ
コ
は
メ
タ
ボ
の
共
犯
者
と
も

い
え
る
存
在
で
す
。

　

健
康
増
進
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
、不

特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
施
設
に
は
受

動
喫
煙
防
止
の
努
力
を
課
せ
ら
れ
て
い
る

た
め
、喫
煙
場
所
が
激
減
し
て
い
ま
す
。

職
場
で
も
喫
煙
で
き
な
い
環
境
整
備
が
進

み
、全
国
的
に
も
男
性
の
喫
煙
率
は
減
少

傾
向
で
す
。し
か
し
、女
性
の
喫
煙
は
微
増

し
て
お
り
、香
り
つ
き
タ
バ
コ
の
販
売
や
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
と
の
関
連
な
ど
間
違
っ
た
イ

メ
ー
ジ
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
で
す
。タ

バ
コ
は
口
か
ら
直
接
体
内
に
吸
い
込
む
有

害
物
質
だ
と
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

「
禁
煙
で
き
た
ら
い
い
な
」と
思
う
こ
と
が

始
め
の
一
歩
で
す
。前
向
き
な
気
持
ち
を

も
っ
た
ら
、様
々
な
手
段
を
試
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。水
や
お
茶
な
ど
の
水
分
を
意

識
的
に
摂
取
し
、タ
バ
コ
を
吸
い
た
い
と

思
っ
た
ら
、少
し
多
め
に
飲
み
ま
し
ょ
う
。

吸
い
た
い
気
持
ち
を
ご
ま
か
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
中
は
飲
酒
込

み
の
会
合
は
、で
き
る
だ
け
避
け
ま
し
ょ

う
。飲
酒
に
よ
っ
て
抑
制
す
る
力
が
弱
ま

る
の
で
、近
く
で
喫
煙
す
る
人
が
い
る
と

タ
バ
コ
を
吸
い
た
い
気
持
ち
を
抑
え
る
の

は
大
変
で
す
。ま
た
、現
在
、ニ
コ
チ
ン
ガ

ム
や
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
な
ど
禁
煙
補
助
剤

も
あ
り
ま
す
の
で
、忍
耐
力
の
み
で
禁
煙

に
挑
戦
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。

　

さ
わ
や
か
な
新
緑
の
季
節
、5
月
31
日

の『
世
界
禁
煙
デ
ー
』に
ち
な
み
、喫
煙
者

の
皆
さ
ん
は
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

ょ
う
。そ
し
て
、特
定
健
診
を
受
け
、健
康

状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

お
詫
び

　

4
月
に
配
布
し
た
総
合
健
診
申
込
書
に

つ
い
て
、保
険
種
別
の
記
載
に
一
部
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。

食推さんのおすすめメニュー

水煮大豆.............180g
糸寒天...................12g
トマト....................120g
キュウリ................120g
食塩......................少々
青しそ.................... 6枚

マヨネーズ
.................大さじ2+1/2
トマトケチャップ
.................大さじ1+1/2
食塩.............. 小さじ1/3

　たんぱく質、カルシウムを多く含む大豆を使ったサラダです。水煮大豆を使ってお
り、作り方も簡単です。� （食推3班　岡本　満子）

（材料6人分） 大豆サラダ

a

→

→

→

ⓐ

①

→

→

塩

●作り方
①下準備
　水煮大豆…ざるに上げて、水気をきる。
　糸寒天…�水に戻し、食べやすいようちぎっておく。

　トマト…へたを除き、1㎝角に切る。
　きゅうり…�3㎝程度の長さのせん切りに切る。
　　　　　　塩少々を振っておく。水気を絞る。

　青しそ…半分に切り、せん切りしておく。

②和える
　大豆、糸寒天、トマト、きゅうり、
　青しそをボウルに入れ、ⓐで和える。 
� (1食分エネルギー　186キロカロリー)

�



健 康 カ レ ン ダ ー（5月16日〜6月15日）
月　日（曜） 行　　事 対　　　象 受付時間 場　　所

  5月22日㈭
健康相談 一般の方 10：00〜10：30 体 育 セ ンター

プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00〜15：00

保健相談センター

育児相談 乳幼児とその保護者の方 13：30〜14：30
   　23日㈮ 元気アップ教室 一般の方 10：00〜11：30

   　29日㈭
離乳食教室 乳児とその保護者の方   9：30〜13：00
プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00〜15：00

  6月  5日㈭ プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00〜15：00
   　  6日㈮ 健康相談 一般の方   9：30〜10：00

体 育 セ ンター
   　11日㈬ 健康相談 一般の方   9：30〜10：00

   　12日㈭
妊婦さんのつどい 妊婦とその家族の方   9：30〜13：00

保健相談センタープレイルーム 乳児とその保護者の方 10：00〜15：00
   　13日㈮ 元気アップ教室 一般の方 10：00〜11：30

元気アップ教室のお知らせ
①健康体操
日　時 ▼5月23日㈮　10時～11時30分
内　容 ▼『楽しい健康体操』
準　備 ▼ �動きやすい服装・室内シューズ・タオル・

バスタオル・お茶
申込み ▼5月21日㈬まで

②アロマテラピー
日　時 ▼6月13日㈮　10時～11時30分
内　容 ▼『生活に役立つアロマ』
準　備 ▼材料費500円
申込み ▼6月6日㈮まで。
　　　　先着15名で締め切ります。

　①②ともに会場および問合せ先は
　保健相談センター� （☎52－7290）

　昨年春、10～20代を中心とした年齢層で麻しんが流行したため、平成20年度から平成24年度までの
5年間、中学1年生と高校3年生に相当する年齢の方を対象に、麻しん風しん予防接種の2回目の接種機会
を提供することになりました。同時に風しん対策も行うことから、ワクチンは原則麻しん風しん混合ワ
クチンを使用します。少しでも早く免疫を獲得し、お子さんの感染症予防のために、6月までに受けられ
ることをお勧めします。3期・4期の対象者の方だけでなく、1期・2期の対象者の方もお子さんの体調の良
いときになるべく早めに受けましょう。
　なお、今年度の対象者は下記のとおりです。2期・3期・4期の
対象者へは4月上旬ごろ個別通知にてお知らせしています。

麻しん風しんの予防接種を受けましょう！麻しん風しんの予防接種を受けましょう！

平成20年度麻しん風しん予防接種対象者

1期 生後12～24ヶ月未満

2期
5歳以上7歳未満で、小学就学前の1年間
(H14年4月2日～H15年4月1日生)

3期
中学1年生に相当する年齢の者
(H  7年4月2日～H  8年4月1日生)

4期
高校3年生に相当する年齢の者
(H  2年4月2日～H  3年4月1日生)

※�予防接種は、町が委託している山口県内及び大竹
市の一部の医療機関で受けることができます。

　４月上旬にお送りした個別通知「麻しん・
風しん（４期）予防接種のお知らせ」の対象
者を「中学１年生」と標記していましたが、
「高校３年生」の誤りです。お詫びして訂正
させていただきます。

お詫びと訂正

問合せ ▼保健相談センター(☎52－7290)

10



行

政

相

談

　

5
月
��
日
㈪
か
ら
5
月
�5
日
㈰
は
春
の

行
政
相
談
週
間　

　

総
務
省
で
は
、行
政
相
談
制
度
を
広
く

国
民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、5
月
19
日
㈪
か

ら
5
月
25
日
㈰
ま
で
の
1
週
間
を「
春
の

行
政
相
談
週
間
」と
し
、各
種
の
行
事
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、こ
の
週
間
に
先
立

ち
行
政
相
談
員
の
松
本
和
孝
さ
ん
が
行
政

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日　

時
▼
5
月
15
日
㈭
10
時
～
12
時

場　

所
▼
町
民
相
談
室

�

（
☎
52

－

1
6
1
6
）

　

国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て「
気
に
な
っ

て
い
る
こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
」、「
制
度
や
手
続
き
が
わ
か
ら
な
い
」

な
ど
と
い
っ
た
相
談
ご
と
を
お
持
ち
の
方

は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、山
口
行
政
評
価
事
務
所
で
も
行

政
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、役

所
の
仕
事
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

電
話
、手
紙
、F
A
X
、電
子
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
で
も
行
政
相
談
の
申
出
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
山
口
行
政
評
価
事
務
所

〒
7
5
3

－
0
0
8
8

山
口
市
中
河
原
町
6

－

16

（
☎
0
5
7
0

－

0
9
0
1
1
0
）

（
F
A
X
0
8
3

－

9
2
2

－

1
5
9
1
）

E

メ
ー
ル��110yam

aguchi@
som
u.go.jp

各
種
お
知
ら
せ

心
配
ご
と
相
談

　

普
段
、お
困
り
の
こ
と
や
、悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、社
会
福
祉

協
議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

�

（
☎
52

－

8
6
4
4
）

精
神
保
健
相
談

●
精
神
保
健
相
談

心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
2
金
曜
日

　
　
　
　

14
時
～
16
時

●
巡
回
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
1
木
曜
日

　
　
　
　

10
時
～
16
時

●
ス
ト
レ
ス
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所
▼�

い
ず
れ
も
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
管
内
各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

（
☎
29

－

1
5
2
5
）

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

　

6
月
1
日
は
、人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。和
木
町
に
は
、町
長
の

推
薦
に
よ
り
、法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
2
名
の
人
権
擁
護
委
員
が
人
権
に
つ
い

て
の
ご
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。相
談
は

無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時
▼
6
月
5
日
㈭
13
時
～
16
時

場　

所
▼
文
化
会
館　

1
階
講
習
室

相
談
内
容
▼
法
律
、人
権
、土
地
、家
屋
、金

銭
貸
借
、離
婚
な
ど
あ
ら
ゆ
る
生
活
上
の

心
配
ご
と

相
談
員
▼
町
内
人
権
擁
護
委
員

�

佐
藤
喜
一
郎
さ
ん（
和
木
2
丁
目
）

�

元
浄　

公
昭
さ
ん（
和
木
1
丁
目
）

問
合
せ
▼
山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

�

（
☎
43

－

1
1
2
5
）

創
業
個
別
相
談
会
の
開
催

　

和
木
町
商
工
会
で
は
、商
工
業
振
興
事

業
と
し
て
、定
例
創
業
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。相
談
に
つ
い
て
は
、秘
密
厳
守
・
無

料
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

日　

時
▼
毎
月
第
3
火
曜
日

�

（
祭
日
の
場
合
翌
日
）

※�

相
談
内
容
に
も
よ
り
ま
す
が
、1
事
業

所
に
つ
き
1
～
2
時
間
程
度
と
な
り
ま

す
。希
望
す
る
時
間
帯
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

場　

所
▼
文
化
会
館　

商
工
指
導
室

申　

込
▼�

1
週
間
前
ま
で
に
商
工
会
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

対
応
者
▼
中
小
企
業
診
断
士

　
　
　
　

経
営
指
導
員

要
書
類
▼
相
談
に
つ
い
て
必
要
な
書
類

問
合
せ
▼
商
工
会�

（
☎
53

－

2
0
6
6
）

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル
わ
き
!︵
電
話
相
談
︶

　

町
で
は
、子
ど
も
た
ち
の
悩
み
や
不
安

な
ど
の
相
談
を
受
け
る
電
話
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　


0
1
2
0

－

81

－

7
8
3
0

　

受
付
は
、月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
8
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で（
た
だ
し
、祝

日
、年
末
年
始
は
除
き
ま
す
）。

県
税
の「
夜
間
・
休
日
の

�

納
税︵
相
談
︶窓
口
」開
設

　

県
税
事
務
所
で
は
、平
日
昼
間
に
納
税

ま
た
は
納
税
相
談
が
で
き
な
い
ご
事
情
の

あ
る
方
の
た
め
に
、次
の
と
お
り｢

夜
間
・

休
日
の
納
税（
相
談
）窓
口｣

を
開
設
し
ま

す
。是
非
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日　

時
▼�

5
月
29
日
㈭
～
30
日
㈮
、6
月

2
日
㈪
8
時
30
分
～
20
時
ま
で

　
　
　
　

�

6
月
1
日
㈰　

8
時
30
分
～
17

時
ま
で

場　

所
▼
岩
国
県
税
事
務
所

所
在
地
▼
岩
国
市
三
笠
町
1

－

1

－

1

問
合
せ
▼
岩
国
県
税
事
務
所

�

（
☎
29

－

1
5
0
2
）

不
妊
専
門
相
談
会

　

不
妊
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
ご
夫
婦
等
の

方
々
の
相
談
を
お
受
け
す
る
た
め
、「
不
妊

専
門
相
談
会
」を
お
こ
な
い
ま
す
。

日　

時
▼
5
月
22
日
㈭
16
時
～
19
時
ま
で

場　

所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

�

2
階
相
談
室

�

（
岩
国
市
三
笠
町
1

－

1

－

1
）

担
当
医
師
▼
岩
国
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

産
婦
人
科
医
師

�

新
谷　

恵
司　

先
生

料　

金
▼
無
料

　
　
　

※�

1
週
間
前
ま
で
に
、お
申
込
み

く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

健
康
増
進
課
地
域
保
健
班

�

（
☎
29

－

1
5
2
3�

）

ハ�

イ

ナ������

ヤ������

ミ����

ゼ�

ロ

��



町
職
員
を
募
集
し
ま
す

試
験
職
種
▼

　

事
務
職
…
…
…
…
若
干
名

　

技
術
職（
建
築
）…
1
名
程
度

　

技
術
職（
土
木
）…
1
名
程
度

　

保
健
師
…
…
…
…
1
名
程
度

受
験
資
格
▼

事
務
職

　

昭
和
55
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、高
等
学
校
以
上
の
学
校
卒
業
者
、ま

た
は
来
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
方
。和
木

町
内
に
居
住
し
て
い
る
方
、居
住
予
定
の
方

技
術
職（
建
築
）

　

昭
和
48
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、1
級
建
築
士
又
は
2
級
建
築
士
資

格
を
有
す
る
方

技
術
職（
土
木
）

　

昭
和
48
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、土
木
関
係
の
専
門
学
科（
高
等
学
校

以
上
）を
卒
業
さ
れ
た
方
、ま
た
は
来
年
3

月
卒
業
見
込
み
の
方

保
健
師

　

昭
和
55
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、保
健
師
資
格
を
取
得
し
て
い
る
方
、ま

た
は
来
年
3
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

第
1
次
試
験
日
▼
9
月
21
日
㈰

受
付
期
間
▼
7
月
1
日
㈫
～
8
月
8
日
㈮

採
用
予
定
日
▼
平
成
21
年
4
月
1
日

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

�

（
☎
52

－
2
1
3
6
内
線
3
0
6
）

　

募
集
要
項
を
、企
画
総
務
課（
役
場
2

階
）で
用
意
し
て
い
ま
す
。ま
た
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

�

（http://w
w
w
.tow
n.w
aki.lg.jp/

）

く
ら
し
の
安
心
推
進
員
募
集

　

県
で
は
、消
費
者
を
欺
く
悪
質
、巧
妙
化

す
る
悪
質
商
法
等
に
よ
る
消
費
者
被
害
の

未
然
防
止
や
、そ
の
被
害
拡
大
を
防
止
す

る
た
め
、地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
に

ご
協
力
い
た
だ
く「
く
ら
し
の
安
心
推
進

員
」を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
▼
県
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
方

任　

期
▼
委
嘱
し
た
日
～

�

平
成
21
年
3
月
31
日

主
な
仕
事
内
容
▼

○
地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動

○�
県
が
実
施
す
る
消
費
生
活
に
関
す
る
各

種
調
査
へ
の
協
力

○�

不
当
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
表
示
・
広

告
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

○
研
修
会
へ
の
参
加　

な
ど

謝
礼
等
▼
1
0
，0
0
0
円
以
内

　

※�

研
修
会
へ
の
出
席
旅
費
、報
告
書
の

送
料
等
は
県
が
負
担

応
募
方
法
▼

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、企
画
総
務
課
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

応
募
期
間
▼

　

5
月
20
日
㈫
～
6
月
20
日
㈮
※
必
着

そ
の
他
▼

　

選
任
さ
れ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、広
報

資
料
と
し
て
氏
名
を
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

山
口
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
課

�

（
☎
0
8
3

－

9
3
3

－

2
6
0
8
）

企
画
総
務
課�

（
☎
52

－

2
1
3
6
）

海
上
自
衛
隊
技
術
海
曹
募
集

応
募
資
格
▼

　
〈
免
許
の
部
〉

○�

20
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等
を
有
す

る
者

　
〈
大
学
・
短
大
・
高
専
卒
の
部
〉

○�

20
歳
以
上
で
大
学（
工
科
系
）、短
大（
工

科
系
）ま
た
は
、高
専
を
卒
業
し
た
者

（
見
込
み
の
者
を
含
む
）

受
付
期
間
▼
5
月
7
日
㈬
～
23
日
㈮

試
験
期
日
▼
6
月
30
日
㈪

入
隊
▼
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
教
育
隊

　
〈
免
許
の
部
〉

　

平
成
20
年
10
月
上
旬

　
〈
大
学
・
短
大
・
高
専
卒
の
部
〉

　

平
成
21
年
4
月
上
旬

問
合
せ
▼
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部　

�

岩
国
地
域
事
務
所

�

（
☎
23

－

1
5
8
0
）

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
を

�

ご
存
知
で
す
か
？

　

国
民
年
金
は
、日
本
国
内
に
住
む
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
全
て
の
方
が
加
入
す
る

制
度
で
す
。保
険
料
の
納
付
を
続
け
る
こ

と
で
、老
齢
基
礎
年
金
や
万
が
一
の
と
き

の
障
害
基
礎
年
金
、遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、申
請
す
る

こ
と
に
よ
り
、保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶

予
と
な
る「
保
険
料
免
除
制
度
」や「
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
制

度
の
所
得
審
査
は
、申
請
者
本
人
の
ほ
か

配
偶
者
・
世
帯
主
の
所
得
と
な
る
た
め
、一

定
以
上
の
所
得
が
あ
る
親（
世
帯
主
）と
同

居
し
て
い
る
若
年
者
は
、保
険
料
免
除
制

度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

申
請
は
、保
健
福
祉
課
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課　

福
祉
・
医
療
係

�

（
☎
52

－

2
1
9
5
）

不
正
大
麻
・
ケ
シ
撲
滅
運
動

　

5
月
1
日
か
ら
6
月
30
日
ま
で
の
2
ヶ

月
間「
不
正
大
麻
・
ケ
シ
撲
滅
運
動
」が
全

国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

麻
薬
の
中
で
乱
用
さ
れ
て
社
会
問
題
と

な
る
の
が
、ケ
シ
か
ら
取
れ
る
ア
ヘ
ン
や

モ
ル
ヒ
ネ
で
す
。ケ
シ
の
中
で
も「
セ
テ
ィ

ゲ
ル
ム
種
」、「
ソ
ム
フ
ェ
ル
ム
種
」の
ケ
シ

や「
ハ
カ
マ
オ
ニ
ゲ
シ
」は
麻
薬
成
分
を
含

ん
で
お
り
、勝
手
に
植
え
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、大
麻（
あ
さ
）も
麻
酔
性
の
成
分

を
含
ん
で
い
る
た
め
、勝
手
に
植
え
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。な
お
、昨
年
度
は
、期

間
中
に
岩
国
管
内
37
ヶ
所
で
7
，1
6
2

本
も
の
植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
麻
、植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ
を
発
見

し
た
時
や
、見
分
け
方
が
分
ら
な
い
時
は
、

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
環
境
保
健
所
）

ま
た
は
、警
察
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
29

－

1
5
2
6
）

12



敬
老
金
の
給
付
手
続
き
の
た
め

�
民
生
委
員
が
お
伺
い
し
ま
す

　

和
木
町
で
は
町
内
に
お
住
ま
い
の
高
齢

者
の
方
に
対
し
、敬
老
の
意
を
表
し
、あ
わ

せ
て
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
に
敬
老
金
を

給
付
し
て
い
ま
す
。

　

敬
老
金
の
給
付
は
、満
75
歳（
今
年
度

は
、昭
和
8
年
4
月
1
日
か
ら
昭
和
9
年

3
月
31
日
生
ま
れ
の
方
）の
誕
生
日
の
属
す

る
月
か
ら
始
ま
り
、6
月
に
4
～
9
月
分
、

12
月
に
10
～
3
月
分
を
給
付
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
敬
老
金
は
原
則
、皆
さ
ま

か
ら
申
請
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
金
融
機

関
口
座
へ
の
振
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。各
地
区
の
民
生
委
員
が
給
付
手
続
き

の
た
め
、お
宅
へ
伺
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

�

（
☎
52

－

2
1
9
6
）

国
保
人
間
ド
ッ
ク
が
受
診
で
き
ま
す

　

和
木
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の

方
は
、国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
が
受
診
で
き

ま
す
。

対
象
者
▼

�

国
保
被
保
険
者
で
35
歳
以
上
の
方

実
施
機
関
▼
木
村
医
院
、中
村
ク
リ
ニ
ッ
ク

自
己
負
担
額
▼

　

胃
透
視（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）　

有

�

2
，8
2
0
円

　

胃
透
視（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）　

無

�

1
，5
1
0
円

問
合
せ
・
申
込
み
▼
保
健
福
祉
課

�

（
☎
52

－

2
1
9
5
）

住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

　

こ
の
制
度
は
、和
木
町
内
に
お
い
て
良

質
な
住
宅
の
建
設
の
促
進
を
図
る
た
め
、

町
内
に
住
宅
を
新
築
し
た
方
、ま
た
は
町

内
に
建
設
さ
れ
た
新
築
住
宅
を
購
入
し
た

方
で
、そ
の
資
金
を
金
融
機
関
等
か
ら
借

り
入
れ
た
方
に
対
し
て
、そ
の
借
入
額
に

対
す
る
利
子
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
つ
い

て
、町
が
補
助
す
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
新
築
住
宅
の
基
準
▼

　

人
の
居
住
用
床
面
積
が
60
㎡
以
上
あ
る

こ
と
。

肝
炎
治
療
費
助
成

　

県
で
は
、ウ
イ
ル
ス
除
去
を
目
的
と
し

た
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
費
助
成
を
4

月
1
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　
〈
制
度
の
概
要
〉

対
象
と
な
る
方
▼

　

県
内
に
住
民
票
を
有
し
て
い
る
方
で
、

医
療
機
関
で
治
療
を
要
す
る
と
診
断
さ
れ

た
方
の
う
ち
、県
の
審
査
会
に
お
い
て
認

定
さ
れ
た
方

助
成
内
容
▼

　

B
型
、C
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
の
内
、保
険
適
用
分

に
つ
い
て
世
帯
所
得
に
応
じ
た
自
己
負
担

額
を
超
え
る
医
療
費
を
公
費
負
担
し
ま

す
。

税
務
課
で
証
明
書
等
を
受
け
る
場
合

�

身
分
を
証
明
す
る
も
の
が
必
要
で
す

　

5
月
1
日
か
ら
納
税
証
明
書
、所
得
証

明
書
な
ど
の
申
請
を
す
る
場
合
身
分
を
証

明
す
る
も
の
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

身
分
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
、免
許

証
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
健
康
保
険
証

な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、家
族
以
外
の
方
が
代
理
で
申
請

さ
れ
る
場
合
に
は
、ご
本
人
の
委
任
状
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、個
人
情
報
保
護
の
立
場
か
ら

実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
税
務
課�

（
☎
52

－

2
1
9
3
）

H
I
V
検
査
普
及
週
間

日　

時
▼
6
月
4
日
㈬
17
時
～
19
時
ま
で

場　

所
▼
岩
国
総
合
庁
舎
2
階

�

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　

容
▼
H
I
V
迅
速
検
査（
そ
の
日
の

う
ち
に
結
果
が
で
る
検
査
）

　

希
望
に
よ
り
、併
せ
て
梅
毒
・
ク
ラ
ミ
ジ

ア
の
抗
体
検
査
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。H
I
V
迅
速
検
査
以
外
の
結
果
に
つ

い
て
は
、I
D
番
号
に
よ
り
後
日
電
話
で

直
接
ご
本
人
に
お
伝
え
し
ま
す
。

申
込
み
▼
完
全
予
約
制
で
す
。予
約
は
、月

～
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）の
8
時
30
分

～
17
時
ま
で
に
、左
記
に
直
接
電
話
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
29

－

1
5
1
9
）

助
成
期
間
▼

　

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
申
請
書
を

受
理
し
た
月
の
初
日
か
ら
1
年
間

申
請
先
・
問
合
せ
▼

�

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
29

－

1
5
2
3
）

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
講
座

日　

時
▼�

5
月
26
㈪
・
29
㈭
・
30
㈮

　
　
　
　

6
月
2
日
㈫　

19
時
～
21
時

場　

所
▼
文
化
会
館　

視
聴
覚
室

内　

容
▼�

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
機
能
と
技

術
習
得

環　

境
▼�

W
in
dows 

V
is
ta

　
　
　
　

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
2
0
0
7

受
講
料
▼
無
料

対　

象
▼
マ
ウ
ス
操
作
、文
字
入
力
の
で

き
る
方

募
集
人
数
▼
15
名

申
込
み
・
問
合
せ
▼
教
育
委
員
会

�

（
☎
53

－

3
1
2
3
）

補
助
額
及
び
補
助
期
間
▼

　

新
築
住
宅
の
建
設
ま
た
は
購
入
に
要
し

た
費
用
に
対
す
る
償
還
金
の
う
ち
、利
子

に
相
当
す
る
額（
年
額
上
限
6
0
，0
0
0

円
）を
居
住
を
開
始
し
た
月
か
ら
60
ヶ
月

間
補
助
し
ま
す
。

申
請
方
法
▼

　

居
住
開
始
か
ら
2
ヶ
月
以
内
に
、必
要

書
類
を
添
え
て
役
場
都
市
建
設
課
に
申
請

し
て
下
さ
い
。

問
合
せ
先
▼
都
市
建
設
課

町
営
住
宅
の
お
知
ら
せ

　

現
在
、町
内
全
域
の
町
営
住
宅
の
入
居

申
込
み
を
停
止
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

�

（
☎
52

－

2
1
9
7
）
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下水道使用料が改定されます
　下水道使用料金が、5月使用分から下表のとおり改定されま
す。
　健全な下水道事業を行うため、料金改定に対するご理
解とご協力を、お願いいたします。
　なお､新料金は、5･6月分（7月徴収）から適用されます。
下水道使用料金表（月額・税込）

区　分 　使用料
改　　定 現　　行

基本料金 超過料金
1㎥につき 基本料金 超過料金

1㎥につき

一般家庭用

10㎥まで 815円 735円

11～100㎥まで 181円 163.8円

101～1,000㎥まで 238円 214.2円

1,001㎥以上 262円 236.25円

臨 時 用 1㎥につき       481円 1㎥につき  433.65円

プール用 1㎥につき       196円 1㎥につき    176.4円

水道水以外
の水による
汚水

家事用
一世帯2人まで 1,181円 1,063.65円

1人増すごとに 1,098円 989.1円

その他
20㎥まで 2,981円 2.685.9円

20㎥以上 214円 193.2円

問合せ ▼都市建設課（☎52－2198）

戸籍謄本・住民票等の請求時に
顔写真付き身分証明書が必要になります
　5月1日から改正戸籍法、改正住民基本台
帳法が施行され、窓口で戸籍謄本や住民票等
を請求する場合、運転免許証や住民基本台帳
カードなど顔写真が付いている身分証明書
によって本人確認を行うこととなります。
　なお、顔写真の付いている身分証明書をお
持ちでない方は、健康保険証、年金手帳など
公的機関が発行した身分証明書を複数提示
していただき本人確認をさせていただきま
す。
　公的な身分証明書として利用できる｢顔写
真付き住民基本台帳カード」のお申し込み
は、住民サービス課窓口で受け付けています
ので、お申出ください。
　また、結婚、離婚、養子縁組、養子離縁、認知
の5つの届出についても、運転免許証や住民
基本台帳カードなどで窓口に来られた方の
本人確認をさせていただきますので、必ずご
持参ください。
問合せ ▼住民サービス課（☎52－2194）

県道交通規制のお知らせ
◆ カケ地区工事のお知らせ ◆

　県道北中山岩国線(カケ地区)の改良工事につきましては、昨年度工事に引き続き、防護柵を設置するた
めの準備工事を進めているところです。当初の予定では、5月下旬より夜間工事に伴う交通規制を予定し
ていましたが、道路特定財源の関係で早くても6月以降になる見込みです。
　皆さまには引き続き大変なご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

◆ 和木トンネルの利用開始について ◆
　平成18年9月から工事を進めて参りました和木トンネルですが、4月25日午前10時から、利用開始となり
ます。なお、今後、仮設道の撤去などの工事が施工されますので、通行の際には、事故のないようご利用く
ださい。
　　　　　　和木トンネルの概要　長さ：242m　車道幅：7m　歩道幅(山側)：2.5m

工事施工箇所

和木小学校

連絡先

施工者

山口県岩国土木建築事務所
和木町都市建設課
㈱ダイワ現場事務所

▲
▲

 29－1541
 52－2197（内線411）
 54－3065

工事施工箇所

和木小学校

連絡先

施工者

山口県岩国土木建築事務所
和木町都市建設課
㈱ダイワ現場事務所

▲
▲

 29－1541
 52－2197（内線411）
 54－3065
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【
図
書
館
の
開
館
時
間
に
つ
い
て
】

　

現
在
、午
後
6
時
15
分
ま
で
の
開
館
な

っ
て
い
ま
す
が
、午
後
7
時
ま
で
に
し
て

も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
回　

答
】

　

い
つ
も
図
書
館
を
ご
利
用
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
つ

き
ま
し
て
は
、以
前
は
、午
後
5
時
15
分
に

閉
館
し
て
お
り
ま
し
た
が
、町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
要
望
に
よ
り
、平
成
14
年
7
月
1

日
か
ら
平
成
17
年
3
月
31
日
ま
で
の
2
年

9
ヶ
月
間
は
、午
後
6
時
15
分
迄
開
館
の

試
行
期
間
を
経
た
後
、平
成
17
年
4
月
1

日
か
ら
正
式
に
現
在
の
午
後
6
時
15
分
に

な
っ
た
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
す
。現
在
、午
後

5
時
15
分
以
降
の
利
用
者
は
、幼
稚
園
・
小

学
校
の
帰
宅
時
間
が
午
後
6
時
の
時
期
を

除
け
ば
、ほ
と
ん
ど
お
ら
れ
な
い
の
が
実

情
で
す
。ご
提
言
に
つ
い
て
、検
討
を
致
し

ま
し
た
が
、現
行
の
と
お
り
午
後
6
時
ま

で
の
貸
出
し
、午
後
6
時
15
分
の
閉
館
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、近
隣
の
大
竹
市
立
図
書
館
で
は
、

午
後
6
時
閉
館
。旧
岩
国
市
内
で
は
3
館

あ
る
図
書
館
の
う
ち
2
館
は
午
後
5
時
閉

館
と
な
っ
て
お
り
、唯
一
、岩
国
市
立
中
央

図
書
館
が
午
後
7
時
閉
館
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

■�

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
提
言
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す

　

提
言
箱
は
役
場（
玄
関
）、文
化
会
館
、総

合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
2
階
、体
育

セ
ン
タ
ー
、関
ヶ
浜
分
館
、瀬
田
分
館
、和

木
駅
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、皆
さ

ま
の「
声
」を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、提
言
内
容
の
確
認
及
び
、ご
本
人

へ
の
回
答
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、投

稿
の
際
に
は
、必
ず
、住
所
、氏
名
、電
話
番

号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。匿
名
等
の
提

言
に
つ
き
ま
し
て
は
、町
政
の
参
考
に
は

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、広
報
紙
で
の

回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

※�
広
報
紙
面
に
は
、特
に
希
望
が
あ
る
方
を

除
き
、氏
名
等
の
公
表
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

�

（
☎
52

－

2
1
3
6
）

町
長
へ
の

�
提
言
箱
か
ら

町 民 相 談 室 の 窓
　役場議会棟1階に開設している町民相談室で取り扱った、平成19年度の町民相談並びに無料法律相談の
件数は下記のとおりです。

「町政、個人問題内容別相談業務取扱件数」� 注その他とは、問合せ・照会等
町　政　問　題 個　人　問　題

担当課 相談件数 処理件数 相談内容 相談件数 処理件数
企 画 総 務 課 11 11 家 庭 内 問 題 11 11
住民サービス課 9 9 相 隣 関 係 4 4
保 健 福 祉 課 6 6 金 銭 関 係 6 6
都 市 建 設 課 13 13 破 産 0 0
税 務 課 1 1 そ の 他 2 2
教 育 委 員 会 4 4

合　　　計 44 44 合　　　計 23 23

「無料法律相談利用状況」� 注（　）内数字は前年（平成18年度）実績
開催

相談コード
Ｈ１９年８月 Ｈ２０年２月 合　　　計

相談者数 件　　数 相談者数 件　　数 相談者数 件　　数
家 庭 問 題 2 2 1 1 3 （5） 3 （5）
金 銭 関 係 1 1 1 1 2 （0） 2 （0）
不動産関係 0 0 2 2 2 （1） 2 （1）
そ の 他 0 0 0 0 0 （0） 0 （0）
合　　　計 3 3 4 4 7 （6） 7 （6）

ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム（
適
応
指
導
教
室
）

　

小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
み
な
さ
ん
、

友
だ
ち
関
係
で
悩
ん
だ
り
、い
じ
め
、仲
間

は
ず
れ
な
ど
、何
ら
か
の
理
由
で
学
校
へ

行
け
な
く
な
っ
た
り
教
室
に
入
れ
な
く
な

っ
た
ら
、ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム
で
自
分
を
見

つ
め
、こ
こ
ろ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
ま

し
ょ
う
。元
気
に
な
っ
て
通
学
・
進
級
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
専
門
の
先
生
と
お

話
し
し
た
り
、お
勉
強
し
た
り
で
き
る
施

設
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼

�

ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム（
☎
52

－

9
9
0
0
）

�

教
育
委
員
会（
☎
53

－

3
1
2
3
）
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・�33万円(基礎控除額)　
　　　　　　　 以下の場合は、

・�33万円+24万5千円×当該世帯に
属する被保険者数(被保険者である
当該世帯主を除く。)
　　　　　　　 以下の場合は、

・�33万円+35万円×当該世帯に属す
る被保険者数　
　　　　　　　 以下の場合は、

7割軽減により
 14,181円

5割軽減により
23,636円

2割軽減により
37,817円

になります。

注�　制度の被保険者になる前日に被用者保険(国民健康保険組合は除く。)の被扶養者であった方については、激
変緩和のため、被保険者となってからの2年間は、所得割額は課されず、被保険者均等割額を5割軽減します。

　�　さらに、平成20年度に限り、特別措置として、被保険者均等割額の負担について、4月から9月までは凍結し、10月
から平成21年3月までは9割軽減されます。

【　参　考　】
　保険料額の算定に必要な所得割率(0.0871)と被保険者均等割額(47,272円)については、県内均一とされ、山
口県後期高齢者医療広域連合が、健全な制度運営を行えるよう必要な諸係数を見込んだ上で設定しています。

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）保険料額の
� 計算方法について

1　保険料額の算定方法について
被保険者一人ひとりが支払う保険料額は、

なお、どんなに所得の高い方でも、年額50万円が最高になります。

　被保険者本人の(※)基礎控除後の総所得金額×0.0871(所得割率)............ ①
※基礎控除後の総所得金額とは
　年金収入のみ(330万円以下)の被保険者の場合、年金収入額から、
　基礎控除額(33万円)と公的年金等控除額(120万円)を引いた金額

　　　　　　　　　　　　　　　47,272円................................................... ②

　ただし、下記の対象者となる所得の低い世帯の方については、

【対象者】
　世帯の被保険者及びその属する世帯
　の世帯主の(※)総所得金額の合計が、

※総所得金額とは
　�年金収入のみ(330万円以下)の
被保険者の場合、年金収入額か
ら、高齢者特別控除額(15万円)
と公的年金等控除額(120万円)
を引いた金額

所
得
割
額

被　

保　

険　

者　

均　

等　

割　

額

　　問合わせ
　　山口県後期高齢者医療広域連合事務局
　　(☎083－921－7110)
　　ホームページ
　　　http://www.koukikourei.townnet.pref.yamaguchi.jp/
　　保健福祉課福祉医療係(☎52－2196)

その方の所得に応じて
ご負担いただく
「所得割額」　①

被保険者の方に等しく
ご負担いただく

「被保険者均等割額」　②
と

の合計額
　になります
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軽
自
動
車
税
減
免
の
お
知
ら
せ

和

木

短

歌

会

空
む
き
て
白
木
蓮
の
花
ひ
ら
く

　

季
節
の
移
ろ
い
嬉
し
く
仰
ぐ�

森
本　

初
子

病
い
た
つ
きに

臥
し
た
る
友
に
購
い
し

　

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
ピ
ン
ク
送
り
ぬ�

箭
野　

賀
代

朝
の
陽
に
と
び
散
る
水
辺
き
び
き
び
と

　

細
き
尾
を
打
つ
セ
キ
レ
イ
一
羽�

正
中
ツ
ヤ
子

に
ご
り
な
く
白
の
花
芽
の
木
蓮
は

　

開
か
ん
と
す
る
い
の
ち
耀
ふ�

嘉
屋　

笑
子

夕
闇
に
白
き
木
蓮
浮
か
び
咲
く

　

花
の
ぼ
ん
ぼ
り
母
の
忌
近
し�

藤
上　

紀
子

和
木
俳
句
教
室
句
会

（
�
月
��
日
句
会
）

平
家
谷
見
下
ろ
す
桜
大
樹
か
な�

陣
場　

孝
子

春
お
ぼ
ろ
ギ
タ
ー
聞
ゆ
る
独
身
寮�

越
智　

幸
子

文
箱
に
父
の
履
歴
書
春
惜
む�

小
川　

誉
子

ふ
る
さ
と
に
駅
舎
の
建
ち
て
風
薫
る�

灰
岡
美
穂
子

千
光
寺
屋
根
の
天
辺
恋
の
猫�

平
岡　

菊
江

ふ
る
さ
と
に
新
し
き
駅
桜
満
つ�

山
重　

杵
子

漣
を
立
て
て
水
尾
引
く
残
り
鴨�

与
三
本
愛
子

【
相　

談
】

　

職
場
に
電
話
で「
こ
の
資
格
は
近

く
国
家
資
格
に
な
る
」と
資
格
取
得

講
座
の
受
講
を
し
つ
こ
く
勧
め
ら

れ
た
。勤
務
中
で
あ
っ
た
た
め
、つ

い「
い
い
で
す
。」と
答
え
た
と
こ

ろ
、今
日
に
な
っ
て
教
材
と
契
約
書

が
送
ら
れ
て
き
た
。す
ぐ
に
断
り
の

電
話
を
入
れ
た
が
、事
業
者
か
ら

「
契
約
は
成
立
し
て
い
る
。裁
判
を

し
て
で
も
争
う
。」と
強
く
言
わ
れ

た
。断
り
た
い
が
、ど
う
し
た
ら
よ

い
か
。

【
処　

理
】

　

電
話
勧
誘
販
売
に
よ
る
契
約
で

あ
り
、契
約
書
面
を
受
け
と
っ
て
か

ら
8
日
以
内
で
あ
っ
た
た
め
、ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
通
知
を
出
し
、教
材

は
着
払
い
で
事
業
者
に
送
り
返
す

よ
う
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　
「
受
講
す
れ
ば
資
格
が
取
れ
る
」

な
ど
と
執
拗
な
勧
誘
を
し
、講
座
や

教
材
の
契
約
を
さ
せ
る
商
法
を「
資

格
商
法
」と
い
い
、電
話
勧
誘
に
よ

る
こ
と
の
多
い
悪
質
商
法
の
1
つ

で
す
。ま
た
、以
前
の
契
約
者
に「
資

格
が
取
得
で
き
る
ま
で
契
約
は
続

い
て
い
る
」、逆
に「
契
約
を
終
わ
ら

せ
る
た
め
の
契
約
を
」と
い
っ
て
再

度
別
の
契
約
を
さ
せ
る
二
次
被
害

に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に

は
、販
売
員
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に

惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

そ
し
て
、「
あ
い
ま
い
な
返
事
」は

せ
ず
、必
要
が
な
け
れ
ば
毅
然
と
し

た
態
度
で
キ
ッ
パ
リ
と「
い
り
ま
せ

ん
」「
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」と
断
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

問
合
せ

企
画
総
務
課（
☎
52

－

2
1
3
6
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3

－

9
2
4

－

2
4
2
1
）

寄�

付
・
寄�

贈

　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会

へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

　

宮
本　

照
子
さ
ん（
和
木
地
区
）

　

平
尾　

幸
雄
さ
ん（
和
木
地
区
）

　

林　
　

文
子
さ
ん（
和
木
地
区
）

　

米
澤　

真
理
さ
ん（
周
防
大
島
町
）

●
一
般
寄
付

　

ア
ル
ミ
缶
ペコ
グ
ル
ー
プ　

様

　

山
口
県
東
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱　

様

今月の納税
軽自動車税�............全期分
上下水道使用料...�・�月分
町営住宅使用料.......5月分
　町税などの納税は便利
な口座振替をご利用下さ
い。
問合せ ▼税務課
　　　　（☎52－2193）

消費者生活相談
だよりVol.43
資格講座を勧める
電話がかかってきて…

　

身
体
身
心
に
障
害
を
お
持
ち
の
方

で
障
害
の
区
分
及
び
級
別
に
よ
っ
て

は
、軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、こ
の
減
免
制
度
は
期
限

内（
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
の
7
日

前
ま
で
）に
申
請
さ
れ
な
い
場
合
は

減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
税
務
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
税
務
課

�

（
☎
52

－

2
1
9
3
）

掲
載
写
真
差
し
上
げ
ま
す

　

広
報
わ
き
に
掲
載
し
た
写
真
を

無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。ご
希
望
の

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

�

（
☎
52

－

2
1
3
6
）
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●本調査の目的
　�　具体的な温暖化対策を示す「和木町地球温暖化対策地域推進計画」の策
定を行うための、資料の一部として使用するため

●アンケート回収率
配 布 枚 数 380枚
回 答 枚 数 188枚
回 � 答 � 率 49.5％

　回収率49.5パーセントという非常に多くの方々から回答をいただきまし
たことに対し、厚くお礼申し上げます。
　「地球温暖化問題」に対して、多くの町民の皆さまが関心を持たれていることが推測されます。

●調査結果の主な内容について
　⑴地球規模の環境問題に対する関心度
　　◆�地球規模の環境問題に対して、非常に関心がある又は関心があると回答した人は、87.3％と非

常に高い。
　　◆�地球環境問題の中で、「地球温暖化が進んでいる」に関心のあると回答した人は、96.7％で最も

高く、続いて「オゾン層の破壊」「海洋汚染」と続く。

　⑵生活水準と地球環境保全との関係及び自ら行う行動
　　◆�「現在の生活水準を多少変えてでも、地球環境の保全を行う必要がある」と回答された人が

55.9％で最も多い。
　　◆�地球環境の保全に役立つ行動について、「自分にできる身近なことから行動する」と回答された

人が、87.6％で最も多い。

　⑶行政に対する要望
　　◆�行政に対する要望については「環境教育・学習を充実させる」と回答された人が最も多く、続いて

「ごみの減量化・リサイクルを推進する」「太陽光発電など新エネルギー設備等の導入に対する補
助金制度を充実する」の順となっている。

なお、上記のアンケートの調査結果の主な内容は、10項目にも及ぶ調査結果の一部です。調査結果の詳
細につきましては、今後、町ホームページで公開する予定としています。アンケートにご回答いただい
た皆さま、ご協力ありがとうございました。
� （和木町快適環境まちづくり町民会議事務局）

春
の
町
内
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
す

　

春
の
町
内
一
斉
清
掃
を
左
記
の
と

お
り
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、ご
近
所

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、ご
参
加
・
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、ネ
ズ
ミ
の
駆
除
剤
、ハ
エ
・

蚊
駆
除
剤
が
必
要
な
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、住
民
サ
ー
ビ
ス
課
窓
口
に
お
い

て
、随
時（
役
場
開
庁
時
）、直
接
必
要

な
方
に
お
渡
し
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、当
日
は
自
治
会
長
の
指
示
に

従
っ
て
い
た
だ
き
、事
故
等
に
は
十
分

ご
注
意
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

日　

時
▼
6
月
1
日
㈰
8
時
～

場　

所
▼
町
内
全
域

�

（
お
住
ま
い
の
地
域
）

　

※�

雨
天
の
場
合
は
6
月
8
日
㈰
に

延
期

○�

各
自
治
会
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

○�

家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

○�

草
、泥
等
は
袋
に
入
れ
な
い
で
、

別
々
に
し
て
路
肩
等
に
積
ん
で
く

だ
さ
い
。た
だ
し
、交
差
点
の
近
く

に
は
積
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

�

（
☎
52

－

2
1
9
4
）

わき Net No.��（H�0.5）わき Netわき Net環
境

和
木
町
の
ご
み
事
情

「地球温暖化問題に関する町民アンケート」
� の調査結果について
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清き
よ

原は
ら　
　

真し
ん

新
規
採
用
職
員
を
紹
介
し
ま
す

①所属　②自己ＰＲ　③趣味　④特技　⑤これからの抱負

倉く
ら

八は
ち　

大だ
い

介す
け

弘ひ
ろ

中な
か　

慎し
ん

司じ

吉よ
し

兼か
ね　

崇た
か

博ひ
ろ

江え

口ぐ
ち　

慶け
い

子こ

沖お
き

田た　

莉り

沙さ

① 税務課
② �笑顔で明るく、そして相手の

立場になって行動することを
いつも心がけています。

③ 旅行、音楽鑑賞
④ 楽器の演奏（トランペット）
⑤ �和木町を支える大きな柱とな

れるよう頑張ります。どうぞ
よろしくお願いいたします。

① 保健福祉課
② �集中して物事に取り組みま

す。
③ 読書
④ �47都道府県を形でわかりま

す。
⑤ �一日でも早く町民の皆さまに

頼られる職員になりたいで
す。

① 保健福祉課
② 努力家です。
③ 読書（推理小説が好きです）
④ リフティング
⑤ �和木町に住んでいる方達の中

に溶け込んでいきたいです。

① 教育委員会事務局
② 粘り強い性格です
③ サイクリング・旅行
④ 自転車で長距離走れます
⑤ �確実に仕事を覚え、町民の皆

さまのお役に立てるよう、が
んばります。

① 幼稚園
②� 責任感が強くやり始めたら最

後まで頑張りぬきます。笑顔で
頑張ります。

③④ イラスト描画・カラオケ
⑤ �子どもの気持ちに共感できる

素敵な先生になります。

① 幼稚園
② �笑顔が絶えません。誰とでもすぐ

に仲良くなります。バレーが好き
です。何事も前向きに取り組み、
考えます。

③ �バレーボール、カラオケ（歌を歌
うこと）、ピアノ、製作

④ バレーボール、製作
⑤ �働きたかった職場で働ける喜び

とこれからの不安でいっぱいで
すが、笑顔を忘れず、持ち前の元
気で一生懸命頑張りますのでよ
ろしくお願いします。

 

（百人）3 2 1 0 0 1 2 34

205
174

178
218

179
225

248
246

155
171

236
282

193
164
170

124
83

33
13
4
2 100以上
95 － 99
90 － 94
85 － 89
80 － 84
75 － 79
70 － 74
65 － 69
60 － 64
55 － 59
50 － 54
45 － 49
40 － 44
35 － 39
30 － 34
25 － 29
20 － 24
15 － 19
10 － 14
 5 －  9
 0 －  4

156
179

151
167
170
179

234
224

165
185

230
228

210
204

188
168

135
103

43
13
4

和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド
平成20年4月1日現在

総人口　6,639人
 （＋38）
世帯数　2,721世帯
 （＋18）
和木町の面積　10.56

（＋16） （＋22）
 3,303人　男 女　3,336人


	表紙.pdf
	本文通し.pdf
	裏表紙.pdf

